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提案手法 - mBARTを用いた分割統治型ニューラル機械翻訳
u分割統治型ニューラル機械翻訳からの変更点
n節の翻訳を⾏うモデルを節単位の擬似対訳データでファイ
ンチューニング

n事前学習モデルmBARTをベースラインと節翻訳後の並べ替
えと編集のモデルに採⽤
l翻訳したセグメントの並べ替えと編集を⾏うタスクとBART の事
前学習⽅法は似ており、相性が良いと考えた

節単位の翻訳
に微調整

Step3の節の翻訳 Step4の結合と編集モデル

ソース側 ターゲット側

mBARTの活⽤に
よる節の結合と
編集精度の改善

概要

n分割統治型ニューラル機械翻訳 Step1:構⽂解析
I think it is good . Parser (S I think (S it is good)S .)S

(S I think (S it is good)S .)S 節境界で
分割

Step2:⽂を節に分割
I think / it is good / .

Step3:節の翻訳

I think / it is good / . 翻訳モデル 私は思う / それは良い / 。

結合と編集
モデル

Step4:翻訳した節の結合と編集
I think @@@ 私は思う ||| 
it is good @@@ それは良い |||. 
@@@ 。

私は良いと思う。

n本研究での取り組み
事前学習モデルmBARTの活⽤により分割統治型ニューラル機械翻訳における節の翻訳と翻訳後の節の結合と編集の精度の改善を図る

実験結果と分析
nベースライン vs 提案⼿法

⼊⼒トークン⻑ごとのBLEU(上)とBERT  Score(F1)(下)

n出⼒⽂の⻑さの分析
提案⼿法では参照⽂に対するモデルの翻訳⽂の⻑さ⽐が2以
上となる⽂が減少し、３以上となる⽂は半減した

n提案⼿法によりハルシネーションが改善した例

►ハルシネーションや繰り返しに有効である可能性▲n提案⼿法の節翻訳モデルをベースラ
インに差し替えた結果 ►ベースラインより訳抜けが発⽣しやすい傾向▼

nベースラインと節翻訳モデルの⽐較


